


石水所蔵
名品展

̶新三重県指定文化財
古伊賀水指 銘「鬼の首」を中心に̶
　石水博物館の所蔵品は、川喜田半泥子（十六代久太夫）
をはじめ、伊勢商人川喜田家の歴代当主が収集してきた
茶道具や日本画、洋画、古書典籍類、古文書など多岐に
わたります。
　本展では、半泥子の愛蔵品で、本年三重県の文化財指定
を受けた古伊賀水指 銘「鬼の首」を中心に、日頃リクエ
ストをいただくことが多い作品や資料を展示します。

●JR・近鉄津駅より三重交通バス（久居駅方面行）にて15分、
　「青谷口」下車徒歩8分
●JR阿漕駅より徒歩12分
●お車をご利用の方

公益財団法人 石水博物館
〒514-0821 三重県津市垂水3032番地18 
【TEL】059-227-5677 【FAX】059-213-5789

http://www.sekisui-museum.or.jp/

【津市街から】国道23号線「大倉」交差点を県道776号線（久居方面）へ。
JR の踏切を越え、約200m 先岩田池手前の細い道（緑の看板あり）を
左折。約300m先左側。　（駐車場 15 台）
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776 石水博物館

展 示 替 え 休 館
2013年2月4日（月）～7日（木）

年 末 年 始 休 館
2012年12月25日（火）～2013年1月3日（木）

次 回 展 覧 会

科研費調査報告展
伊勢商人の文芸活動
■会　期：2013年2月8日(金)～4月7日(日)

同 時 開 催 第２展示室

桜の美人　藤島武二

井戸茶碗 銘「紅葉山」　朝鮮王朝時代

古伊賀瓢形水指　 桃山時代

色絵草花文鉋目皿　尾形乾山

所蔵品展  川喜田半泥子とその周辺 ̶半泥子筆「広永絵巻」に見る半泥子旧作展̶

広永絵巻 巻二（部分）　川喜田半泥子筆



第１展示室

作品名 作者・指定ほか
前期
11/30～
12/24

後期
1/4～2/3

1 蕎麦茶碗 銘「春紅」 朝鮮王朝時代
2 雨漏堅手茶碗 銘「富士」 朝鮮王朝時代
3 井戸茶碗 銘「紅葉山」 朝鮮王朝時代
4 井戸脇茶碗 朝鮮王朝時代
5 御本茶碗 朝鮮王朝時代
6 古萩茶碗 銘「荷葉」 江戸時代
7 黒織部茶碗 銘「暫」 江戸時代
8 黒織部茶碗 銘「浮巣」 江戸時代
9 赤茶碗 銘「栗鼠」 長次郎作・江戸時代

10 黒茶碗 長次郎作・江戸時代
11 鉢開写黒茶碗 長入作・江戸時代
12 赤茶碗 銘「松韻」 伝本阿弥光悦作・江戸時代
13 宝珠釜 大西浄林作・江戸時代
14 千本松富士釜 大西浄雪作・江戸時代
15 織部ＩＨＳ茶入 桃山時代
16 瀬戸芋子茶入 桃山時代
17 竹茶杓 小堀遠州作・江戸時代
18 鯉蒔絵茶杓 銘「龍門」 藤村庸軒作・初代中村宗哲塗
19 栗蒔絵中棗 遠坂宗仙作・江戸時代
20 つぼつぼ大棗 三代中村宗哲作・江戸時代
21 染付香合 永楽保全作・江戸時代
22 赤楽寿老人香合 慶入作・江戸時代
23 津八幡神社祭礼絵巻 江戸時代
24 霊猫と黄葵図 円山応挙筆・双幅・1773年
25 松竹梅図 狩野栄信筆・三幅対・江戸時代
26 武者小路実陰和歌懐紙 江戸時代
27 霊元天皇宸翰和歌懐紙 江戸時代・重美
28 元暦校本万葉集切 伝源順筆・平安時代・重美
29 中院切 伝源実朝筆・鎌倉時代・重美
30 常盤雪行図 守静筆・本居宣長賛・江戸時代
31 松に鶴の図 土佐光貞筆・本居宣長賛・江戸時代
32 茶碗図 會津八一筆・1946年
33 古伊賀水指 銘「鬼の首」 桃山時代・県指定
34 古伊賀瓢形水指 桃山時代
35 古伊賀矢筈口水指 桃山時代
36 古備前火襷水指 桃山時代
37 色絵草花文鉋目皿 五客 尾形乾山作・江戸時代
38 染付阿蘭陀写草花文角向付 尾形乾山作・江戸時代
39 十二支香合 十二合 了入作・江戸時代
40 雪汀遊禽図屏風 六曲一双 英一蝶落款・江戸時代
41 花鳥人物図押絵貼屏風 六曲一双英一珪筆・江戸時代
42 黄色い肘掛け椅子の女 アンリ・マティス・1920年
43 女流画家 ヴァン・ドンゲン・1923年以前
44 桜の美人 藤島武二・1892～93年頃

※展示作品、展示期間が変更になる場合もあります。

石水所蔵名品展

前期＝11月30日(金)～12月24日(月・祝) 後期＝1月4日(金)～2月3日(日)

前後で場面替え

展示替えのご案内

―新三重県指定文化財 古伊賀水指 銘「鬼の首」を中心に―



第２展示室

作品名 作者
前期
11/30～
12/24

後期
1/4～2/3

1 井戸手茶碗 銘「はしら暦」 川喜田半泥子作
2 唐津手茶碗 銘「薄氷」 川喜田半泥子作
3 志野茶碗 銘「あつ氷」 川喜田半泥子作
4 粉引茶碗 銘「雪の曙」 川喜田半泥子作
5 黒織部茶碗 銘「富貴」 川喜田半泥子作
6 高麗手茶碗 銘「雅茶子」 川喜田半泥子作
7 井戸手茶碗 銘「寿山」 川喜田半泥子作
8 黒筒茶碗 川喜田半泥子作
9 黒筒茶碗 銘「鴫立沢」 川喜田半泥子作

10 焼締茶碗 銘「しほ釜」 川喜田半泥子作
11 片身替茶碗 銘「寝物語」 川喜田半泥子作
12 伊賀水指 銘「慾袋」 川喜田半泥子作
13 小鳥図 川喜田半泥子筆
14 枯木に鳥図 川喜田半泥子筆・自賛
15 林檎図 川喜田半泥子筆・自賛
16 針山図 川喜田半泥子筆・自賛
17 吊るし柿図 川喜田半泥子筆
18 注連縄図 川喜田半泥子筆・自賛
19 椿図 川喜田半泥子筆・自賛
20 松と梅図 川喜田半泥子筆
21 広永絵巻 巻二 川喜田半泥子作
22 染付鉢 川喜田半泥子作
23 胴〆手茶入 銘「まろにえ」 川喜田半泥子作
24 赤絵鉢（白鳥図） 川喜田半泥子作
25 黒茶碗 銘「無茶太郎」 川喜田半泥子作
26 赤絵竹文徳利 川喜田半泥子作
27 井戸形茶碗 銘「半泥子」 川喜田半泥子作
28 竹尺八掛花入 銘「みの虫」 川喜田半泥子作
29 竹茶杓 銘「浦の家」 川喜田半泥子作
30 唐津手茶碗 銘「初音」 川喜田半泥子作
31 焼締大花入 川喜田半泥子作
32 黒釉耳付茶入 川喜田半泥子作
33 半泥子好茶箱 半泥子知人賛
34 信楽灰器 川喜田半泥子作
35 信楽手茶碗 川喜田半泥子作
36 竹一重切花入 銘「山法師」 川喜田半泥子作
37 志野茶碗 銘「微笑」 川喜田半泥子作
38 粉引手徳利 川喜田半泥子作
39 御所丸風茶碗 川喜田半泥子作
40 刷毛目徳利 川喜田半泥子作
41 すすき絵角鉢 川喜田半泥子作
42 織部黒茶碗 銘「暗香」 川喜田半泥子作
43 陶釜 川喜田半泥子作
44 灰釉蓋置 川喜田半泥子作
45 眠り鶴図 久田宗也(無適斎）筆・自賛
46 伊賀水指 川喜田半泥子作

47 書「苦茶」 川喜田半泥子筆
48 松竹梅図 川喜田半泥子筆
49 旅枕花入 川喜田半泥子作
50 旅枕花入 川喜田半泥子作
51 朝鮮唐津写水指 川喜田半泥子作
52 呼継茶碗 川喜田半泥子作

山里茶席展示

前期＝11月30日(金)～12月24日(月・祝) 後期＝1月4日(金)～2月3日(日)

所蔵品展《川喜田半泥子とその周辺―半泥子筆「広永絵巻」に見る半泥子旧作展―》
展示替えのご案内
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